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研究成果の概要 

本研究では、特異な機能や高性能なデバイス特性を実現するための可展面構造の創成設計法の開発を

研究目標としている。この方法論を実現するための開発項目として、幾何学的制約条件を考慮したトポ

ロジー最適化法の開発が必要不可欠となる。本年度は、この研究項目に対して、これまでの研究成果の

問題点を本質的に解決する方法論を提案した。従来の方法では、幾何学的制約条件を表現する編微分方

程式と力学的特性を表現する偏微分方程式、例えば弾性方程式やナビエ−ストークス方程式は独立に定

義し、最適化問題を構成した。この方法の場合、力学的特性と幾何学的制約条件が強く相反する場合、

形状探索に関する反復計算の収束が著しく悪化する課題があった。この問題を解決するために、幾何学

的制約条件を表現する偏微分方程式と力学的特性を表現する偏微分方程式が仮想的に連成する数理モ

デルの考え方を提唱した。他方で、機能構造を実現するための最適設計問題の考え方について、いくつ

かの進展があった。その一つに、機械的機構を含む構造物のトポロジー最適化法のための数理モデルの

提案と、具体的な展開を示した。これにより、高機能を実現する機械システムへの展開の基盤技術を構

築することができた。 
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